
継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 4201 市内幹線道路・生活道路の整備 評価責任者・役職名 建設部　部長　北山　太加視

名称 連絡先

政策名等
市内外の交通インフラ整備により、人・モノ・情報
の流れが活発なまちづくり

190500 建設部建設１課 0595-43-2323

再生
の

視点
（何を、
どうす
る）

施策
の

方向

幹線道路や都市計画道路など市内を結ぶ道路の整備・改良を進め、地域の交流や産業の活性化を図ります。
地域住民の生活道路であるその他の市道については、公共施設や救急病院へのアクセス道路の整備促進、狭あいな箇所や災害危険箇所の
改良などを進めるとともに、適切な維持管理に努めます。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

26.60
市道改良率（％） 全体延長に対する改良済延長比率 26.55

26.66 26.71

26.60

42

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と

具体
的な
取組

　幹線道路は、広域的道路網として整備に努め、生活道路は交
通事情や危険箇所、緊急用道路の必要性等の地域事情を考
慮して、効果的に道路整備を推し進めることが出来るよう取り
組みます。
　補助事業であっても、交通体系上の重要性や公共施設関連
等の道路の位置づけを精査して、優先順位を整理して道路整
備を行う必要があります。

道路整備の費用対効果、早期の供用開始など事業効果の出
現に取り組み、引き続き工事ｺｽﾄの縮減を図り整備に取り組み
ます。
・西明寺緑ヶ丘線では、新消防庁舎進入道路として完成が急が
れており、平成27年度内で市道荒木木興線まで暫定開通を図
る必要があります。
・ゆめが丘摺見線では、平成27年度供用開始を目指して引き
続き道路整備に努めます。
・伊勢路とがの奥鹿野線では、集落と国道165号を結ぶ生活道
路整備として引き続き工事を行います。

前年
度の
取組
内容

と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
・県営都市計画街路事業及び急傾斜地崩壊対策事業の負担
金の支払いを行った。
・社会資本整備総合交付金による主要幹線道路整備並びに生
活圏の道路整備として市単道路改良事業等を導入して道路整
備を図りました。

（課題）
・補助申請に対する国の補助金交付決定率が７０%を下回るな
ど、低下傾向はさらに強まる見込みで、優先着工・重点配分を
検討する必要があります。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
・重点化事業（西明寺緑ケ丘線他２路線道路改良事業）につい
ては、計画通り整備を進める事ができました。
・市単道路改良事業については、優先度を検討して整備に努
めました。
今後も工事コスト縮減に努め道路整備を図る必要があります。



(続紙) 施策 4201 市内幹線道路・生活道路の整備

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

05 3

02 →

04 2 ↓

06 1

13,133

臨時地方道整備事業(01-
08-02-03-343-51)

佐那具千歳線道路改良事業
(01-08-02-03-344-56)

5,838

0

15,032

01 ↑ 3,458

03 ↓ 11,246

三重県が実施する都市計画街路事業及び急傾斜地崩壊対策事業の推進を図る
とともに負担金を支払う

集落内道路の安心・安全を図るため、道路改良、舗装新設、舗装改修、路側整
備工事を実施する。

国道２５号線（佐那具町地内）から市道千歳千戸線を経て国道１６３号（千戸地
内）を結ぶ広域幹線道路で、名阪国道側道から国道２５号間は幅員が２．５ｍと
狭小なため、二車線道路に整備する。（全長950ｍ､Ｗ＝7.0ｍ）

12,500

27
重
点

事務事業名

県営土木事業負担金(01-
08-01-01-339-51)

H26
決算見

込

H27
予算

事業概要

44,075

22,731 23,284

116,323 102,500

0

↑ 57,051

皆減

380,200

↑ 5,668 66,600

19,800

6,150

10,250
岡田大沢線他１線道路改良
事業(01-08-02-03-344-80)

10 皆減 79,430 0
道路ストック総点検事業(01-
08-02-03-344-83)

↑ 5,822
　本路線は、国道１６５号と柏尾集落、そして幹線市道とを結ぶ生活道路で、安全
且つ円滑な車両通行を図るため、未改良区間Ｌ＝３００ｍについて１．５車線道路
として整備する。

二車線道路を対象に道路ストックの総点検により道路施設の実態を把握し、今後
の計画的な修繕の実施に向けた基礎資料を作成するとともに、施設の異常や損
傷を早期に発見し第３者被害を防止する観点から応急的措置を行う。

09

0

12 新規 0

11 皆減

2,500

下柘植揃田線道路改良事業
(01-08-02-03-908-55)

愛田山畑１号線道路改良事
業(01-08-02-03-908-56)

1,930
　本路線は、新堂集落から県道伊賀甲南線へ抜ける生活道路で、幅員狭小区間
Ｌ＝７５ｍについて道路拡幅する。

　本路線は、山畑集落内の生活道路で、幅員狭小及び屈曲区間Ｌ＝７０ｍについ
て、道路拡幅する。　道路工事２０ｍ

0

14 新規 0 1,000

綾之森線道路改良事業(01-
08-02-03-908-62)

きじが台下六谷線道路改良
事業(01-08-02-03-908-71)

皆減13 2,874
本路線は、外山集落内の生活道路で、幅員狭小区間　Ｌ＝１２０ｍについて、道
路拡幅する。

団地から外部への道路が狭小で対向が困難なため、整備中の県道上野名張線
バイバスへの接続道路を建設し、緊急車両の進入を容易にする。
道路概略設計業務L=170m

0

16 皆減 3,882

15 皆減

0

西高倉岩倉線道路改良事業
(01-08-02-03-908-64)

滝中切谷出線道路改良事業
(01-08-02-03-908-65)

本路線は、岩倉集落内の生活道路で、幅員狭小区間　Ｌ＝４０ｍについて、道路
拡幅する。

　本路線は、滝集落内の生活道路で、幅員狭小区間Ｌ＝２１ｍについて、道路拡
幅する。

3,000
西明寺一之宮東條線道路改
良事業(01-08-02-03-908-
70)

17 ↑ 6,701 46,882
川上種生線他１線道路改良
事業(01-08-03-04-358-56)

18 新規

　本路線は、付替県道青山美杉線と青山ハーモニーフォレストを結ぶ連絡道路
で、地域活性化と交通利便の向上を図るため、延長９２３ｍについて道路整備を
行う。　道路工事５０ｍ

三重県管理の国道２５号東條交差点の本線右折車線付加改良に伴う市道へ右
折車線を付加する改良工事。
　H27は測量設計業務（L=120m,W=12m)

019 皆減
小田西明寺線道路改良事業
(01-08-02-03-908-52)

本路線は、昭和61年から取組み、平成14年度に一部道路整備が実施されたが、
用地・補償が完了出来なかったため、未整備が残った。今回、用地・補償可能と
なった為、道路整備を進める。(全長180ｍ、W=12m) H26は道路工事L=88m

370,919 698,941構成事務事業　合計

青山地区及び上野南部地区から県伊賀庁舎への進入道路であるが幅員が狭あ
いであり対向ができず歩行者等の安全が危惧されることから改善を図る。（Ｌ＝１
３０ｍ､Ｗ＝８．０ｍ）

07

08

↑

市道四十九ゆめが丘線を起点とし、市道喰代比自岐下川原線（広域農道）につ
ながり、ゆめが丘住宅地と摺見、青山地区を結ぶ幹線道路を新設整備する。（全
長１，４００ｍ・Ｗ＝１２．０ｍ）　道路工事７０ｍ、舗装工事１，３５０ｍ

　本路線は、奥鹿野集落と国道１６５号を結ぶ重要な生活道路で、安全且つ円滑
な交通を図るため、未改良区間Ｌ＝１,８３０ｍについて路肩及び路面排水施設を
整備する。併せて適所に待避所を設置する。　道路工事６００ｍ

国道１６３号線と市道荒木木興線（緑ヶ丘地内）を接続する重要な幹線道路であ
り、旧上野東部地域の南北を連絡する幹線道路として機能の整備を図る。（全長
１，１００ｍ・Ｗ＝１２．０ｍ）　道路工事７００ｍ、舗装工事７，０００㎡

農免道路からゆめが丘住宅地南西端へ通じる舗装幅員３ｍの見通しの悪い狭
小な道路であり、事故が多発している。対面通行が出来るような整備を行い安全
安心に通行出来るよう整備する。（全長７８０ｍ・Ｗ＝７．０ｍ）　道路工事２００ｍ

伊勢路とがの奥鹿野線道路
改良事業(01-08-02-03-
344-76)

西明寺緑ヶ丘線道路改良事
業(01-08-02-03-344-77)

依那古友生線他１線道路改
良事業(01-08-02-03-344-
78)

四十九下友生線道路改良事
業(01-08-02-03-344-79)

2

3

1

ゆめが丘摺見線道路改良事
業(01-08-02-03-344-69)



継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 4202 道路環境の維持・向上 評価責任者・役職名 建設部　部長　北山　太加視

名称 連絡先

政策名等
市内外の交通インフラ整備により、人・モノ・情報
の流れが活発なまちづくり

190500 建設部建設１課 0595-43-2323

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

管理する道路舗装の実態を把握し、異常または損傷を早期に発見するとともに、計画的かつ効率的な舗装修繕を実施し、道路利用者の安全
かつ円滑な交通を確保します。
今後老朽化する道路橋の急速な増大に対応するため、橋梁長寿命化修繕計画に基づき、道路ネットワークの安全性・信頼性の確保に努めま
す。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

0.7
橋梁修繕対策実施率（橋長15ｍ以
上の橋梁）（％）

15ｍ以上の橋梁全体数に対する修
繕合計比率

0.4
1.1 6.0

0.0
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平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と
具体
的な
取組

道路管理は道路巡視ともっぱら道路を利用する方や沿道自治
会の協力も得て必要な資材や材料の支給を行って引き続き管
理に努めます。また、道路施設の計画的な修繕を進めるため、
道路ストック総点検事業と橋梁長寿命化修繕計画に基き計画
的に修繕工事を行います。

・引き続き、道路管理は職員による道路巡視と道路を利用者、
沿道自治会の協力も得て、必要な資材や材料の支給を行って
管理に努めます。また、道路施設の計画的な修繕を進めるた
め、橋梁点検業務を行います。

前年
度の
取組
内容
と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
・市道を安全に通行できるよう、定期的な道路および関連施設
等の巡視に努め、舗装等の維持工事の発注、街路樹の剪定や
除草業務委託等の発注を行いました。冬季の融雪剤の購入と
路肩据置と業務委託による融雪剤の散布を行いました。
・砂利道にあっては、自治会の協力を得て砕石等の補修資材を
支給して管理に努めました。また、市街地では町内会の側溝清
掃作業で出された土砂を土のう袋詰めにした後、回収しまし
た。
・橋梁従前設計業務委託３橋
・道路ストック総点検事業（路面、付属施設、法面ほか）

（課題）
生活道路については、引き続き自治会の協力を得て管理に努
める必要があります。また、傷みが進行している舗装路面や橋
梁について、計画的な修繕計画の策定とその対策を図る必要
があります。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
・通常管理として職員による道路巡視により、随時小修繕を行
いながら道路の保全に努めました。
・道路沿道自治会の協力を得て、砕石等材料支給を行って砂
利道の補修に努めました。
・路肩の草刈等は、業者委託や沿道自治会へ草刈燃料費の支
給するなどにより、除草に努めました。
・冬季の事故防止のため、路肩へ融雪剤を据置き、特に厳しい
地域へは自治会へ事前配布して車両の通行確保に努めまし
た。
・橋梁の修繕については、設計業務まで進めました。
今後も生活圏の道路は、利用者、沿道自治会の協力を得て管
理に取り組む必要があります。



(続紙) 施策 4202 道路環境の維持・向上

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

05

02 3 ↑

04 1 ↑

06

8,724

舗装修繕事業(01-08-02-
03-344-82)

子延猿野線道路改修事業
(01-08-02-03-908-58)

01 2 ↓ 212,376

03 → 1,070

市道の道路維持管理経費（融雪剤購入と散布、草刈、原材料支給、土のう回収
他）　融雪剤2,200袋、草刈業者委託20件、草刈地区委託11地区、草刈燃料支給
56地区

市が管理する市道の中で二車線道路及び緊急輸送道路及び舗装の破損が著し
い路線について路面性状調査の結果に基き計画的に舗装修繕を行う。
　工事２００ｍ

　本路線は、子延集落内の生活道路で、道路排水機能を高め通行の安全を確保
するため、Ｌ＝１７ｍについて側溝整備を行う。H28完了

190,096

27
重
点

2

事務事業名

道路維持経費(01-08-02-
02-341-01)

H26
決算見
込

H27
予算

事業概要

3

4,738

14,897 41,000

11,070 49,000

↓ 19,843 17,047

↑ 19,512 19,000

1,300

287,492 322,181構成事務事業　合計

07

↓

橋長１５ｍ以上の橋梁２６５橋の橋梁長寿命化修繕計画に基づく補修工事を実
施、１５ｍ未満の橋梁約1,500橋を3カ年で点検、修繕計画を策定
　対象：５００橋

橋梁維持のため、高欄等の補修を行う。
　３橋

防護柵、道路反射鏡、街路灯、区画線等の修繕経費

街路樹の維持管理業務（対象１２路線）

橋梁維持補修事業(01-08-
02-04-348-01)

交通安全施設維持修繕経費
(01-08-02-05-349-51)

都市計画街路維持管理経費
(01-08-04-01-363-01)

1
橋梁長寿命化修繕事業(01-
08-02-04-344-81)



継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 4203 交通政策の計画的な推進 評価責任者・役職名 企画振興部　部長　藤岡　淳次

名称 連絡先

政策名等
市内外の交通インフラ整備により、人・モノ・情報
の流れが活発なまちづくり

040100
企画振興部総合政策
課

0595-22-9663

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

供に取り組みます。

「伊賀市交通計画」の策定、計画に位置づけた施策の進行管理に努め、利用者である市民や交通事業者などとともに、市の交通政策を適正、
総合的かつ体系的に進めます。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

98.0
交通計画施策の着手率（％） 計画に位置づけた施策の着手率 96.2

98.0 98.0

96.2

42

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と
具体
的な
取組

・バスや鉄道などの公共交通機関が市民の移動手段として確
保できるよう、まちづくりと連携した面的な公共交通ネットワーク
を再構築し、人口減少社会における地域社会の活力の維持向
上を目指すことを目的とした、新たな交通計画の策定に取り組
みます。

・新たな交通計画の策定では、利用者のニーズや意見をできる
限り反映するため、意見交換会を開催します。

・伊賀市地域公共交通網形成計画を策定するため、早急に中
間案に対するパブリックコメントを実施し、意見集約等を行い平
成２７年６月末までに策定します。

・地域公共交通網形成計画に基づき、行政や事業者、地域な
どの公共交通に係る各主体と連携した、地域公共交通再編実
施計画の策定を行います。

前年
度の
取組
内容
と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
・伊賀市交通計画に掲げるアクションプログラムに基づく施策の
推進を図りました。

・地域公共交通を取り巻く環境の変化や地域ごとの課題に対応
した施策を進めていく必要があります。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
・地域のニーズに合った持続可能な公共交通ネットワークを構
築していくため、平成２６年度中に伊賀市地域公共交通網形成
計画の策定を予定していましたが、伊賀鉄道伊賀線存続の方
針確定が平成２７年３月末となったため、その方針を盛り込ん
だ計画にする必要から、平成２７年６月まで延長しました。

・公共交通を取り巻く厳しい環境に対応するため、バス等の乗
合旅客運送の形態及び運賃、料金等を協議する道路運送法に
基づく地域公共交通会議を開催しました。



(続紙) 施策 4203 交通政策の計画的な推進

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

02 2 ↓
地域公共交通会議運営経費
(01-02-01-06-122-57)

01 1 ↓ 6,999
伊賀市交通計画（H23～H26）のアクションプラン（施策一覧）に基づき、バス交通
施策及び鉄道施策の取り組みを行う。また、H27以降の計画である、地域公共交
通網形成計画の策定を早急に行う。

バス等による乗合旅客運送の態様及び運賃、料金等、道路運送法により合意を
要する事項その他地域公共交通会議が必要と認める事項についての協議を行
う。

2,274

27
重
点

1

事務事業名

交通計画推進事業(01-02-
01-06-122-56)

H26
決算見
込

H27
予算

事業概要

2 190 171

7,189 2,445構成事務事業　合計



継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 4204 安定的で持続可能な交通サービスの提供 評価責任者・役職名 企画振興部　部長　藤岡　淳次

名称 連絡先

政策名等
市内外の交通インフラ整備により、人・モノ・情報
の流れが活発なまちづくり

040100
企画振興部総合政策
課

0595-22-9663

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

的かつ適正な運行を図ります。

ある交通行動（モビリティマネジメント）ができるまちの実現をめざします。

安定的で持続可能な交通サービスの提供という視点に立って、市や地域をはじめとするそれぞれの主体が役割を果たし、移動手段の不足が社
会参加への妨げとならないよう、市民の生活交通を確保します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

26,000
上野コミュニティバス年間輸送人員
（人）

上野コミュニティバス全系統の年間
輸送人員数

26,214
26,000 26,000

26,300

42

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と
具体
的な
取組

利用者の減少や運行経費の増加などにより、路線を維持する
ことが厳しい状況であることを踏まえ、利用実態や利用者の
ニーズを把握した上で安定的で効果的な運行に向け取り組む
とともに、行政や事業者、地域、市民などそれぞれの主体が役
割を果たし、市民の生活交通の確保に努めます。

・伊賀市地域公共交通網形成計画に基づいた、地域公共交通
再編実施計画の策定を行います。

・再編実施計画の策定にあたっては、既存のバスや鉄道等と
の連携に加え、地域が主体となって取り組む手段を検討するな
ど、面的な公共交通ネットワーク形成を図ります。

・公共交通ネットワークの評価指標や基準を、定量的視点や定
性的視点を踏まえ検討します。

前年
度の
取組
内容
と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
伊賀市交通計画に掲げるアクションプログラムに基づき、利便
性の向上や利用者の増加に向けた取り組みとして運行ルート
の見直しなどの施策を実施しました。
今後は、路線を維持するための利用者増加に向けた取り組み
に加え、利用実態や利用者のニーズを踏まえた安定的で効果
的な運行に向けた取り組みが必要です。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
・利用者の減少や運行経費の増加などにより、路線を維持する
ことが厳しい状況であることから、路線を維持するための利用
者の増加に向けた取り組みに加え、利用実態や利用者のニー
ズを踏まえた安定的で効果的な運行に向けた取り組みを行い
ました。
（・いがまち、阿山行政サービス巡回車の運行形態変更）
（・上野コミュニティバス、大山田、島ヶ原行政サービス巡回車
の運行経路変更）
（・廃止代替バス路線の運賃改定及び諏訪線の運行回数変
更）
（・青山行政バスの運賃改定と運行経路の変更）

・今後も利用者のニーズを踏まえた運行改善等に取り組み、よ
り少ないコストで効果的な輸送サービスを行うことで路線の維
持存続を図るとともに、バス交通の維持やサービス提供の妥当
性に対する市民の積極的な関与を促すため、路線ごとの事業
評価を行うことが必要です。



(続紙) 施策 4204 安定的で持続可能な交通サービスの提供

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

02 2 ↑
地方バス路線維持経費(01-
02-01-06-125-52)

地域交通対策事業(01-02-
01-06-125-53)

01 1 ↑ 96,941

03 3 → 2,177

行政サービス巡回車の運行管理経費

不採算路線である市町村自主運行バス（廃止代替バス）7路線の運行継続を図
る。

公共交通空白地域において、住民の生活交通を確保するため地域住民が自主
的に運営する事業に対し、運行に係る経費の一部を補助する。

106,603

27
重
点

1

事務事業名

行政バス運行経費(01-02-
01-06-125-51)

H26
決算見
込

H27
予算

事業概要

2

3

80,988 83,304

2,150

180,106 192,057構成事務事業　合計



継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 4205 伊賀線の活性化及び再生 評価責任者・役職名 企画振興部　部長　藤岡　淳次

名称 連絡先

政策名等
市内外の交通インフラ整備により、人・モノ・情報
の流れが活発なまちづくり

040100
企画振興部総合政策
課

0595-22-9663

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

認識し、沿線住民のマイレール意識のもとに利用をさらに促進します。

将来も伊賀線が地域に愛され、より必要とされ、みんなで支えられるよう、沿線の各主体や鉄道事業者等とともに活性化及び再生に取り組みま
す。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

156
伊賀線年間輸送人員（万人） 伊賀線年間輸送人員 160

152 148

152

42

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と
具体
的な
取組

利用者の増加を図るため、伊賀線の観光資源化による定期外
利用者への輸送構造の転換が図れる施策を進めるとともに、
平成２９年度以降の伊賀線を支える新たなスキームについて検
討を行います。

・鉄道として維持存続するため、収益増とコスト削減が最大の
課題であり、これまで以上に利用促進に向けた取り組みを市民
や鉄道事業者等と連携し、取り組みます。

・市民レベルでの伊賀線活性化に向けた盛り上がりと活動を進
めていきます。

・公有民営化方式に移行するため、利用促進策を踏まえた鉄
道事業再構築実施計画策定に取り組みます。

前年
度の
取組
内容
と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
伊賀鉄道地域公共交通総合連携計画に位置付けられている利
用促進に向けた取り組みや、安全輸送、維持存続に向けた支
援などを実施しました。今後は利用者の更なる増加に向けた取
り組みに加え、伊賀線を支える新たなスキームを構築する必要
があります。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
・伊賀鉄道地域公共交通総合連携計画に位置付けた施策に基
づき、利用促進事業や安全輸送、維持存続のための支援等を
実施しました。

・現行の伊賀線を支えるスキームが平成２８年度までとなって
いるため、平成２９年度以降伊賀線を支える新たなスキームの
構築に向けて近鉄、伊賀鉄道、県、市の協力体制のもと具体
的な協議を行い、公有民営化方式で維持存続に取り組む事と
としました。

・伊賀線の利用促進策及び周辺地域の活性化策として、四十
九町地内に新駅を設置するための基本設計に向けた調査を開
始しました。

・新駅の整備については、平成２６年度の基礎調査の結果を踏
まえ、実施に向けた取り組みを進めます。



(続紙) 施策 4205 伊賀線の活性化及び再生

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

01 1 ↑ 67,448
・策定中の伊賀地域公共交通網形成計画に基づいた施策の実施
・伊賀線の維持存続及び活性化再生に向けた運営支援、利用促進策の実施
・公有民営化方式に移行するための、鉄道事業再構築実施計画の策定

91,705

27
重
点

1

事務事業名

伊賀鉄道活性化促進事業
(01-02-01-06-122-55)

H26
決算見
込

H27
予算

事業概要

67,448 91,705構成事務事業　合計



継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 4206 ＪＲ関西本線の近代化整備 評価責任者・役職名 企画振興部　部長　藤岡　淳次

名称 連絡先

政策名等
市内外の交通インフラ整備により、人・モノ・情報
の流れが活発なまちづくり

040100
企画振興部総合政策
課

0595-22-9663

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

す。

バッテリー車両）の導入実現、駅設備のバリアフリー化など新たな視点も取り入れ、粘り強くＪＲ等関係機関へ働きかけていきます。

JR関西本線の未整備区間である加茂亀山間の線区及び沿線地域の活性化のため、高速性、利便性の向上を図り幹線鉄道としての機能向上
に向け、整備促進団体、鉄道事業者等と連携しながら取り組みます。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

63
JR関西本線年間輸送人員(柘植駅
～島ヶ原駅：万人)

伊賀市内５駅の年間乗車人数 63
64 65

－

42

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と
具体
的な
取組

　ＪＲ関西本線の未整備区間である加茂亀山間の線区及び沿
線地域の活性化に向けた取り組みを進めるとともに、新たな発
想での地域活性化に向けた取り組みを検討します。

・引き続きＪＲ関西本線の未整備区間である、加茂亀山間の線
区及び沿線地域の活性化に向けた取り組みを進めます。

・JR関西本線に望まれる都市圏への直通運行を果たせる可能
性がある他の方法（ハイブリッド車両の導入）や、伊賀市として
観光客誘致等にメリットがある伊賀上野～柘植間の電化の可
能性等、新たな方向性を視野に入れた活性化の取り組みを検
討します。

・市内バス路線や伊賀鉄道との乗継の利便性確保に努めま
す。

前年
度の
取組
内容
と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
　ＪＲ関西本線の整備促進に向け、整備促進団体等と連携し、
利用促進や要望活動等に取り組みました。
　引き続き、整備促進団体等と連携し、利用者の増加に向けた
利用促進や利便性の向上、電化の実現に向けた取り組みが必
要です。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
・ＪＲ関西本線の整備促進に向け、整備促進団体等と連携し、
利用促進や要望活動等に取り組みました。

・ＪＲ島ヶ原駅の発券業務が困難になったことから、無人化を避
けるため地域と協議の上、新たな委託団体を設立し、発券業務
の継続ができるよう取り組みました。

・電化、複線化の整備は、利用者の減少が続いており、事業者
が実施しないことから実現には至っていません。

・利用者増加に向けた施策を、更に推進する必要があります。



(続紙) 施策 4206 ＪＲ関西本線の近代化整備

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

01 1 ↑ 1,652
JR関西本線の未整備区間である加茂亀山間の電化等近代化整備及び利便性
の向上のため、関係促進団体と連携し推進を図る。

1,703

27
重
点

1

事務事業名

関西本線電化促進経費(01-
02-01-06-122-53)

H26
決算見
込

H27
予算

事業概要

1,652 1,703構成事務事業　合計



継続取組優先度
平成２７年度施策評価シート

指
標

成果指標名 指標の説明
現状値

(平成25年度)

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 4207
ＪＲ草津線及び近鉄大阪線の利便性向上、リニ
ア中央新幹線建設促進

評価責任者・役職名 企画振興部　部長　藤岡　淳次

名称 連絡先

政策名等
市内外の交通インフラ整備により、人・モノ・情報
の流れが活発なまちづくり

040100
企画振興部総合政策
課

0595-22-9663

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

組みます。

わせて、当市の将来にその建設効果が十分発揮されるよう、全線の同時開業、三重･奈良ルートの実現、県内中間駅の確定について、建設促
進団体や関係自治体等と連携して関係機関に働きかけます。

都市部と直結し、他線とともに市内鉄道ネットワークの中で重要な役割を持つJR草津線や近鉄大阪線の利便性の向上に向け、整備促進団体
や関係自治体と連携しながら取り組みます。リニア中央新幹線は全線の同時開業、三重･奈良ルートの実現、県内中間駅の確定について、建
設促進団体や関係自治体等と連携して関係機関に働きかけます。

平成26年度 平成27年度 平成28年度

目
標
実
績

16.4
市外への公共交通網が充実してい
ると思う割合（％）

まちづくりアンケート調査における
「はい」「どちらかといえばはい」の回
答率

14.6
18.2 20.0

15.5

42

平成27年度平成26年度

改
善
・
取
組
方
向

改善
ポイ
ント
と
具体
的な
取組

　ＪＲ草津線の複線化促進、近鉄大阪線の利便性向上、リニア
中央新幹線の建設促進については、引き続き関係団体や沿線
自治体等と連携を図りながら関係機関への働きかけなどに取り
組みます。

・引き続きＪＲ草津線の複線化促進、近鉄大阪線の利便性向
上、リニア中央新幹線の建設促進について、関係団体や沿線
自治体等と連携を図りながら、関係機関への働きかけなどへの
取り組みを進めます。

前年
度の
取組
内容
と
残さ
れた
課題

（平成25年度の取組内容と残された課題）
・ＪＲ草津線の整備促進に向け、整備促進団体等と連携した利
用促進や要望活動を行いました。
・近鉄大阪線について、利便性の向上や駅施設の整備などの
働きかけを鉄道事業者へ行いました。
・リニア中央新幹線の建設促進について、促進団体と連携し、
三重奈良ルートによる名古屋大阪間の同時開業に向けた働き
かけを行いました。
・ＪＲ佐那具駅の運営業務やＪＲ伊賀上野駅に設置されているト
イレの管理など、利用者の利便性を確保するための取り組みを
行いました。
　引き続き、これらの取り組みを進める必要があります。

（平成26年度の取組内容と残された課題）
・ＪＲ草津線の整備促進に向け、整備促進団体等と連携した利
用促進や要望活動を行いました。

・近鉄大阪線については、利便性の向上や駅施設の整備など
を鉄道事業者へ働きかけを行いました。

・リニア中央新幹線の建設促進について、促進団体と連携し三
重奈良ルートによる名古屋大阪間の同時開業に向けた働きか
けを行いました。



(続紙) 施策 4207 ＪＲ草津線及び近鉄大阪線の利便性向上、リニア中央新幹線建設促進

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

Ｎｏ
26
重
点

コスト
の方
向

01 1 ↑ 4,678
・JR佐那具駅の出札、管理等、JR伊賀上野駅トイレの維持管理、草津線複線化
促進、中央リニアエクスプレス建設促進に係る業務

8,004

27
重
点

1

事務事業名

鉄道網整備促進経費(01-
02-01-06-122-51)

H26
決算見
込

H27
予算

事業概要

4,678 8,004構成事務事業　合計


